
☆　★　解　説　★　☆
せっかくなので、マジックを勉強しながら 
数学（算数）の勉強もしましょう(^^) 
ここで勉強するのは、中学校で習う内容が
入っています。 
小学生にもわかるように書きますので、興
味のある人は読んでみてください。



まずは、 
２ケタの数字の表し方を説明します。 
２けたの数字というのは、52や38などの数
字です。 
このマジックではお客さんに好きな２ケタの
数字を決めてもらいますが、どんな数字を選
んでも当てることができるのです。 
その理由を説明します。



52という数字を例に考えてみます。 

この数字は、10のくらいが５、1 のくらいが２ 
ですね。 
これは、 
　　10のかたまりが５つと 
　　 1 （のかたまり）が２つ 
ということです。



これは、10円玉が５枚と 1 円玉が２枚という
ことと同じです。 
つまり、 

52 ＝ 10 × 5 + 1 × 2 
（52円は10円玉が5枚と1円玉が2枚の合計） 
と表すことができます。

が５枚 が２枚



ここまで理解できれば、OKです。 
では、マジックでおこなった計算をします。 
１．２けたの数字を思い浮かべます。 
　　→例えば、52とします。 
２．その数字の10のくらいの数字と 1 のく 
　　らいの数字を入れかえて、もう１つの数 
　　字を作ります。 
　　→25



３．この２つの数字の大きい方から小さい方 
　　を引きます。→52ー25＝27 
では、この計算を先ほどの10円玉と１円玉の
考え方でやってみます。 
思い浮かべた数字の、 
10のくらいの数字を○、 
 1 のくらいの数字を△とします。 
（○の方が△よりも大きい数字とします）



そして、これを先ほどの10円玉と１円玉の考え
方で表してみます。 
　10円玉の枚数が○枚、（52でいう５） 
　 1 円玉の枚数が△枚、（52でいう２） 
ということです。よって、思い浮かべた２ケタ
の数字は、 

10 × ○ + 1 × △ 
と表すことができます。

が○枚 が△枚



次に10のくらいの数字と 1 のくらいの数字を
入れかえますので、2つ目の数字は、 

10 × △ + 1 × ○ 
と表すことができます。 
（○と△が入れかわりました。）

が△枚 が○枚



そしてこれら２つの数字の大きい方の数字から
小さい方の数字を引きます。 
先ほど、○の方が△よりも大きい数字にしまし
たので、この引き算は、 

（10 × ○ + 1 × △ ）ー（10 × △ + 1 × ○ ） 
　大きい方の数字 　　　　　　　　 小さい方の数字 

と表すことができます。 



では計算をしてみます。 
中学生以上の人は、普通に文字式の計算を行え
ば問題ありません。 

（10 x + y ）ー（10 y + x ） 

です。カッコを外すときの符号に気をつけま
しょう。 
この考え方が難しい人に向けて、説明します。



52ー25を使って説明します。 
52円から25円を引く、という考え方は、 
　　　　①まず　　20円　を引いて、 
　　　　②さらに　  5円　を引く 
と考えることができます。引き算は、まとめて
25を引くことと、20と5に分けてから引くと
いうことは同じってことですね。（難しくいう
と一括払いと分割払いです）



この考え方を使って、 
（10 × ○ + 1 × △）ー（10 × △ + 1 × ○） 
の形を変えていきます。 

（10 × ○ + 1 × △）ー（10 × △ + 1 × ○） 
　　　　  52　　　　　　　　　  25 
（10 × ○ + 1 × △）ー  10 × △ ー 1 × ○  
              52　  　 　　      20           5

まとめて引く

分けて引く



では、この計算をしてみましょう。 
（10 × ○ + 1 × △）ー  10 × △ ー 1 × ○  
基本は○と△に分けて計算します。 
（中学校で同類項の計算、として学習します） 

まずカッコ（　）を外します。 
（10 × ○ + 1 × △）ー  10 × △ ー 1 × ○ 



まずは、○だけを集めて考えると、 
10 × ○ + 1 × △ ー 10 × △ ー 1 × ○  

10個の○から１個の○を引けばよいので、 
　○は９個　ということです。 

次は、同じように△だけを集めて考えます。

○が10個 ○が１個



△は、10 × ○ + 1 × △ ー 10 × △ ー 1 × ○  

１個の△から10個の△を引くことになるので、 
　△はー９個 ← この表し方は中学校で勉強します。 
△は１個しかないので、そこから10個を引くこ
とはできません。 
だから引けない分の９個をマイナス（ー）を
使って表します。

△が１個 △が10個



計算の結果、○は９個、△はー９個ということ
になりました。 
式にすると、９ × ○ ー ９ × △ ですね。 

さて、この式を分配法則（６年生で習います）
を使うと、 
　９ × ○ ー ９ × △ ＝ 9 ×（○ ー △） 
となります。



（10 × ○ + 1 × △）ー（10 × △ + 1 × ○） 
＝ 9 ×（○ ー △） 
となるわけです。 

ここまでのことをまとめてみましょう。



　① ２ケタの数字（10のくらいを○、１のく 
　　 らいを△）を作り、 
　② その数の10のくらいの数と1のくらいの 
　　 数を入れかえて、 
　③ 大きい方から小さい方を引くと… 
　　9 ×（○ ー △）になるということです。
さて、 9 ×（○ ー △）が表していることは、
どういうことなのでしょうか？ 



そもそも○と△は、各くらいの数字を表してい
ます。ということは（○ ー △）は、必ず数字
になります。 
それに９をかけるということは… 
　9 ×（○ ー △）が表していることは、 
○と△の値にかかわらず、必ず９の倍数になる 
ということです。だって、９ × ～ は、９の段
ということですよね。



つまり、どのような数字を思いうかべても、 
この計算をすると必ず９の倍数（９の段）にな
るということです。 

原理がわかったところで、マジックに戻りま
しょう。どんな数字を考えても、お客さんに、
必ず【ネズミ】を選ばせるようにするためには
どうすれば良いかというと… 



わかりましたか？ 

そうです。 
９の倍数のところは必ず【ネズミ】
の画像にすれば良いのです。 

では、見てみましょう。



９の倍数は 
全てネズミ 
です。

オマケ 
９の倍数以外にもネ
ズミがいるのは、見
せているときにネズ
ミが９の倍数のとこ
ろにいることをバレ
ないようにするため
です。



長くなってしまいましたが、これで
解説は終わりです。 
数学の原理を利用したマジックは他
にもたくさんあります。また、自分
で考えることもできます。よければ
挑戦してみてください(^^)v


